
 
 

 

 

アルビクス 
ARIB STD-B39 信号検知装置 B39-108R 

◆特 長 

■ＨＤ－ＳＤＩ信号の放送局制御信号（ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｂ３９）を検知する装置です。 

■任意のワード番号、ビット番号の制御データを検知し、変化の状態※1をＳＮＭＰで外部通知します。 
 ※1 検出できる変化の最大値は１５回／秒です。 

■筐体は２Ｕサイズです。 

■棚板方式で、最大８系統を搭載することが可能です。 

■各系統は、個別に動作します。各入力が同期している必要はありません。 

■電源は二重化されています。 
 

◆外観図 

フロントパネル                          リアパネル 

  

 

◆仕 様 

◆入力信号 

信号数 １系統 

信号形式 ＨＤ－ＳＤＩ ＳＭＰＴＥ２９２Ｍ １０８０ｉ［５９.９４Ｈｚ］ 

コネクタ ＢＮＣコネクタ 

◆バッファスルー出力信号 

 コネクタ ＢＮＣコネクタ １系統 

◆ＡＲＩＢ ＳＴＤ Ｂ３９ 

 検知指定 
検知する制御データは、ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｂ３９のワード番号、ビット番号で任意に設定します。 

設定は系統ごとに１６箇所まで設定できます。 

◆外部通信 

通信仕様 １００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ対応 ＬＡＮインターフェース 

 プロトコル 
ＨＴＴＰ（本体設定） 

ＳＮＭＰ（検知通知） 

 コネクタ ＲＪ－４５モジュラ 

◆外形寸法 Ｈ８８ｍｍ×Ｗ４３０ｍｍ×Ｄ２７５ｍｍ（突起を含まず） 

◆電源電圧 １００Ｖ ＡＣ ±５％ 

◆消費電力 約６９Ｗ（８ｃｈ搭載時） 

◆使用温度 ５℃～＋４０℃ 結露なきこと 

◆その他 

電源二重化 ホットスワップ可能 

 ボード挿抜 ホットスワップ可能（コントロールボードを除く） 

 ラックマウント 専用取り付け金具により、ＥＩＡ ２Ｕ／ＪＩＳ ２Ｊとして取り付け可能です。 

 

 

 

※仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 
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